
令和7年6月17日

質　問　回　答　書

工事（業務）名 資源循環型施設整備及び運営に係る事業者選定支援業務

No. 質　　問　　事　　項 回　　　　　答

1

「仕様書　第２章　業務内容　１　事業スキーム、事業者募
集・選定方法、予定価格などの検討（１）事業内容の整理」
について

　人口及びごみ発生量の推移の見直しにあたり、検討で
必要な人口及び直近年の構成市町村のごみ排出量等の
データは貴連合から頂けるものと理解してよろしいか。
　また構成市町村の減量化目標値は「資源循環型施設
施設基本計画（令和5年3月）」から変更しないと理解してよ
いか。

検討で必要なデータ類はこちらから提供します。また、減
量化目標値は令和7年度に改定を予定しています。

2

「仕様書　第２章　業務内容　１　事業スキーム、事業者募
集・選定方法、予定価格などの検討（１）事業内容の整理」
について

　貴連合が検討している新余熱利用施設の稼働開始時期
は資源循環型施設の稼働開始時期（令和13年4月）と理
解してよいか。

新余熱利用施設は、資源循環型施設の稼働開始と同時
期（令和13年度中）を予定しています。

3

「仕様書　第２章　業務内容　２　実施方針の策定及び公
表（１）実施方針及び要求水準書（案）の策定及び公表」に
ついて

　「見積設計と見積書」とは「見積設計図書」と同義である
か。

ご質問のとおり考えていただいて問題ありません。



4

「仕様書　第２章　業務内容　７　（仮称）事業者選定委員
会の運営支援（１）委員会への出席」について

　委員会開催にあたっての委員長説明は、「管理技術者
が広域連合に同行し、委員会当日の進行や会議資料の
説明を行うものとする。」とあるが、管理技術者の同行は
必須か。
　管理技術者ではなく、実績・経験を十分に有している担
当技術者による同行でも可能か。

仕様書に記載のとおり、業務の技術上の管理を行う管理
技術者は同行するものと考えますが、担当技術者の同行
を妨げるものではありません。必要に応じて都度協議願い
ます。

5

「仕様書　第２章　業務内容　７　（仮称）事業者選定委員
会の運営支援（３）委員会議事録の作成」について

　ここでいう議事録は議事要旨程度を想定しており、全文
録の作成は含まないと理解してよいか。

会議で協議された内容について、各委員及び事務局が、
適切に確認できる議事録の作成と考えています。

6

「仕様書　第２章　業務内容　７　（仮称）事業者選定委員
会の運営支援（５）委員会概要」について

　想定している事業者選定委員会の総委員数をご教示願
います。

5～7人を想定しています。なお、学識委員の人選について
は、ご相談したいと考えておりますのでよろしくお願いいた
します。

7

「仕様書　第２章　業務内容　８　その他の支援（２）法的業
務」について

　本業務の履行期間は令和９年３月３１日であるのに対
し、広域臨時議会に契約の上程を行う時期は令和９年５
月を予定しておりますが、令和９年４月１日以降に執り行
われる契約協議には、受注者及び弁護士共に関与しない
と理解してよいか。

本業務は、事業者選定から契約に至るまでの全ての手続
に対しての支援業務となっています。必要な手続きを踏ん
だうえで、業務完了までお願いしたいと考えております。



8

「仕様書　第２章　業務内容　８　その他の支援（３）電力会
社との接続検討支援」について

　貴連合が実施した事前相談に基づく中部電力の簡易検
討結果（特別高圧受電の可否）をご教示願います。

中部電力とは、事業内容を説明するなどの打ち合わせは
行いましたが、事前相談には至っておりません。
なお、特別高圧での接続は考えておりません。

11

「様式7-1　業務実施方針、様式7-2　業務実施体制」につ
いて

　枚数上限等の指定は無いものとして理解してよいか。

ご質問のとおり考えていただいて問題ありません。

9

「仕様書　第２章　業務内容　８　その他の支援（３）電力会
社との接続検討支援」について

　接続検討手続きの回答結果は、中部電力HPを確認する
と1年以内有効とされている。つまり民間事業者決定後に
連合様にて改めて接続検討を行うことを前提として、本業
務において接続検討を実施するという理解でよいか。

発電した電力の取扱は、重要事項との認識から仕様書に
記載しております。貴社の他事例の経験に基づき、効率
的な方法がございましたら、ご提案願います。

10

「仕様書　第２章　業務内容　９　打合せ協議」について

　「打合せ協議は、業務着手時、中間打合せ、業務最終納
品時とし、管理技術者が必ず出席すること。」とあるが、
「中間打合せ」とはどのような打合せを想定しているか。な
お、業務打合せは、担当技術者と他数名出席により別途
適宜行うことを想定している。

ご指摘の「業務打合せ」が、仕様書記載の「中間打合せ」
と認識します。なお、仕様書のとおり、打合せには管理技
術者の出席を求めます。


